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ご注意 

• 録り直しのきかない録音の場合は、必 
ず事前にためし録りをしてください。 
• ポータブルミニディスク レコーダー 
の不具合により録音されなかった場 
合の録音内容の補償については、ご容 
赦ください。 
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主な特長 

本機はソニーが開発したミニディス 
クフォーマットを採用したポータブ 
ルミニディスクレコーダーです。 

• 高音質の録音 

光デジタル入力端子からの録音に 
よりノイズやひずみの少ない高音 
質の音楽を楽しめます。 

• モノラルモードでの長時間録音 
モノラル録音にすると、最大148 
分録音できます。 

• 簡単な文字入力 

回転ダイヤルにより文字が入力で 
きます。 

• 豊富な編集機能 

頭出しマーク（曲香)をつける•消 
す、曲を消す、ディスクの全曲を消 
す、曲順を変えるなどの機能によ 
りディスクの編集が簡単にできま 
す。 

• 現在位置を表示するポジションポ 
インター 

操作している位置が表示窓で確認 
でぎます。 

•デート機能 

録音した日時を自動的に記録しま 
す。 

•タイトル表示機能 

ディスク名や曲名を見ることがで 
きます。 

• リモコン付きヘッドホン 

本体をポケットに入れたまま主な 
操作ができます。 


MD WALKMAN は、ソニー株式会社 
の商標です。 

あなたが録音したものは、個人とし 
て楽しむなどのほかは、著作権法上、 
権利者に無断で使用できません。な 
お、この商品の価格には、著作権法の 
定めにより、私的録音補償金が含ま 
れております。 

(お問い合わせ先（社)私的録音補 
償金管理協会 Tel. 03-3506- 
8407) 
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糖する 


付属の接続コードを使って接続します。録音する音はアナログ信号で送 
られますが、デジタル方式で記録されます。また、録音はステレオ録音 
になります。 


つなぐ 


L (白） 


コンセントへ 


接続コード 
(付属)* 


AC パワーアダ 
プター(付属） 



CD プレーヤー、ラジ 
カセなど(録音もとの 



出力(ライン)へ 
R (赤） 

入力(光デジタル/アナログ)へ 


DC IN 4.5 Vへ 


k ポータブル CD プレーヤー 
などのステレオミニジャ 
ックに接続するときは、別 
売りの接続コード RK- 
G 136をお使いください。 


録音用ミニディスクを入れる 
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①開くスイッチを右 
にずらし、手でふた 
を開ける。 



©ディスクのラベル面を 
上にして奥まで押し入 
れ、ふたを閉める。 








録言する 



© 録音スイツチの中央のボタンを押 
しながら右にずらす。 

「REC」 表示が点灯し、デイスクの最 
初から録音が始まります。録音され 
る音の大きさは自動的に調節され 


ます。 

こんなときは 

操作 

一時停止する 

■■を押す。* 

もう1度押すと一時 
停止は解除されま 
す。 

録音済み部分の後 
に新しい録音をす 
る 

エンドサーチを押し 
てから録音スイッチ 
を右にずらす。 

録音済み部分の途 
中から新しい録音 
をする 

►-、►►!または 

を押して録音を始め 
たい位置で■を押 
す。次に録音スイッ 
チを右にずらす。 

ディスクを取り出 
す 

■を押してからふた 
を開ける。** 


録音が始められないときは 
•ホールド(誤操作を防ぐ)機能が働いてい 
ませんか (20 ページ)。 

•録音用ディスクが誤消去防止の状態にな 
つていませんか （14 ページ)。 


CD プレーヤー、ラジ 
カセなど(録音もと 
の機器） 


©録音したい CD やテ 
ープを再生する。 


止めるには、■を押す。 

「Toe Edit」 表示が点滅し、録音した曲の 
情報(曲の開始•終了位置など)をディスク 
に記録します。表示の点滅中は、ゆすった 
り、たたいたり、電源を抜いたりしないで 
ください。 


録音位置を確認できます 


録音中の曲 
曲番の経過時間 


國 sms 


‘-ぅ mrl 




ポジションポインター 
(録音位置を示す） 


* 録音中に一時停止したところで曲番が 
1つ増え、そこから次の曲として記録 
されます。 

** ふたを開けると、次の録音はディスク 
の最初から始まります。録音済みのデ 
ィスクに新しい録音をするときは、表 
示窓で開始位置を確認してください。 



















再生する 


乾電池、充電式電池でも使えます。「電源について」 （29 〜31ページ) 
をご覧ください。再生するときは、ステレオまたはモノラルに自動的に 
切り換わります。 

_つなぐ 

コンセントへ 



ミニディスクを入れる 



©開くスイッチを右 
にずらし、手でふた 
を開ける。 



@ディスクのラベル面を 
上にして奥まで押し入 
れ、ふたを閉める。 
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①►を押す。 

デイスクの最初から再生が始まり 
ます。 

リモコンでは確認音「ピ」がします。 


( D 音量+/—を押して音 
量を調節する。 

表示窓で音量を確認で 
きます。 

止めるには、■を押す。 

リモコンでは確認音「ピー」がします。 


こんなとぎは 

操作（リモコンの確 
認音） 

一時停止する 

■ ■を押す（ピ•ビ¬ 
ビ…） 

もう1度押すと一時 
停止は解除されま 
す。 

今聞いている曲を 

W ◄を短くチョンと 

頭出しする 

押す（ピピピ） 

次の曲を頭出しす 

を短くチョンと 

る 

押す（ビビ） 

再生しながら早戻 
しする U 

1◄◄を押し続ける 

再生しながら早送 
りする n 

►►1を押し続ける 

ディスクを取り出 

■を押してからふた 

す 

を開ける 2 > 


再生が始められないときは 

ホールド(誤操作を防ぐ)機能が働いてい 
ませんか (20 ページ)。 


再生位置を確認できます 

曲名 3 > または曲番 曲の経過時間 


I 

1 

ISTEBEQ) 

= 

GOING ONi 1 


— 1 

「― ’ 


ポジションポインター 
(再生位置を示す） 


”一時停止( II )して!◄◄またはを押 
し続けると、再生音を聞かずに高速で 
早戻しや早送りができます。 

2) ふたを開けると、次の再生はディスク 
の最初から始まります。 

3) 文字情報を記録しているディスクのと 
きのみ表示します。 






















►いろいろな録音のしかた 


録音もとの機器との2種類の接続のしかた 
(デジタル入力とアナログ入力） 

本機を CD プレーヤーやラジカセなど録音もとの機器とつなぐには、光デジタル入 
力を使う接続とアナログ入力(ライン)を使う接続の2つの方法があります。 
それぞれの録音のしかたは、光デジタル入力を使うときは「デジタル入力で録音す 
る」 （1 1ページ)、アナログ入力(ライン)を使うときは「録音する」 (6 ページ)をご 
覧ください。 

デジタル入力とアナログ入力の比較 


入力の種類 

相違点 

光デジタル入力 

アナログ入力(ライン） 

接続できる機器 

光デジタル出カジャックの 
ある機器 

出力(ライン)ジャックのある 
機器 

使用するコード 

デジタルケーブル(角形ブラ 
グまたはミニプラグ） 

接続コード（ピンプラグまた 
はステレオミニプラグ） 

録音もとから送られ 
る信号 

デジタル信号 

アナログ信号 

CD などデジタル方式のもの 
を録音もととしても、本機に 
はアナログ信号として送られ 
る 0 

録音の結果 マーク 

(曲番） 

録音もとと同じ場所に自動 
的につく 

2 秒以上の無音や小さな音が 
続いた場所につく。 

不要なマークがついた場合、 
録音後に消してください(「頭 
出しマーク(曲番)を消す」 23 
ぺージ)。 

録音され 
る音の大 
ぎさ 

録音もとと同じ 

自動調節される。手動でも調 
節できます（「手動で録音レべ 
ルを調節する」 16 ページ)。 


ご注意 

次のような場合、録音もとと同じ場所に曲番が記録されないことがあります。 

•一部の CD プレーヤーやマルチディスクプレーヤーからデジタル入力で録音する場合 
• CD や MD ソフトをプログラム演奏などにしてデジタル入力で録音する場合 
この場合には、録音もとを通常の再生状態にしてミニディスクに録音してください。 


1Q 










デジタル入力で 
録音する 


本機の入力(光デジタ)レ/アナ□グ)ジャ 
ックはデジタル•アナログ両用です 

接続されるケーブルの種類により、光デジ 
タル入力またはアナログ入力(ライン)に 
自動的に切り換わります。 


デジタル接続ケーブル P 0 C -5 AB * 
または P 0 C -5 巳** (別売り）を入力 
(光デジタル/アナログ)ジャックに 
つなぎます。 

入力は自動的に光デジタル入力に切 
り換わります。 

* P 0 C - MZ 1 も使えます。 

** P 0 C - MZ 2 も使えます。 


CD プレーヤー、 MD プ 
レーヤー、デジタルアン 
プなど_ 


ポータブル CD 
プレーヤーなど 


角型ジ 
ヤツク 



録音用ミニディスクを入れ、録音を 
始める。 

録音の操作は「録音する」 （6 ページ） 
を参照してください。 

ポータブル CD プレーヤーから録音 
するときは、 CD プレーヤーを一時停 
止にしてから録音の操作をしてくだ 
さい0 


ご注意 

•デジタル出力につないでも、録音もとに 
よつては録音できないことがあります 

本機では、ミニディスクのサンプリング 
周波数(44.1 kHz ) と異なるものは録音 
できません。 

録音できないもの: DAT (32 kHz .48 
kHz のもの)、衛星放送など 
録音できるもの: CD 、 MD ソフトなど 
•光(オプティカル)タイプ以外のデジタル 
出力には接続できません 
•デジタル入力で録音したディスクを録音 
もととして、さらにデジタル入力で録音 
することはできません 
シリアルコピーマネジメントシステム= 
SCMS 規格に準拠しています。デジタル 
入力で録音したミニディスクを別のミニ 
ディスクに録音するには、アナログ入力 
(ライン）を使ってください。 


CD プレーヤー 、 MD 
プレーヤーなど 


|デジタル録音可 


親世代の MD 


デジタル 
録音不可 


I 


子世代の MD 
























IS 


マイクをつないで 
録音する 

ステレオマイク ECM - 909 A 、 ECM - 
727 P など(別売り）をマイク（ブラ 
グインノ くワー)ジャツクにつなぎま 
す。 

入力は自動的にマイク入力に切り換 
わります。 

ご注意 

デジタル接続ケーブルが入力(光デジタル 
/アナログ)ジャツクにつながつている 
と、マイク入力になりません。光デジタル 
入力、マイク入力、アナログ入力(ライン） 
の順に優先して自動的に選択します。 



録音用ミニディスクを入れ、録音を 
始める。 

録音の操作は「録音する」 （6 ページ） 
を参照してください。 


長時間録音する(モ 
ノラル録音） 

1枚のミニディスクに長時間録音し 
たいときは、モノラル録音に切り換 
えてください。録音可能時間の2倍録 
音できます。 

■謹一時停止 



1■■ポタンを押しながら録音ス 
イツチを右にずらし、録音一時 
停止にする。 

2モードポタンを押す。 

表示窓に 「Mono REC 」 が表示さ 
れ、モノラル録音になります。 

3 n ポタンを押して録音を始め 
る。 

4録音する音を出す。 

■ポタンを押して録音を止めると 

次に録音するときは、ステレオ録音に戻り 
ます。 

ご注意 

•光デジタル入力で録音するときに、ステレ 
才で送られる音をモノラルで録音すると、 
左チャンネ;レの音が録音されます。 

• 本機でモノラル録音したものを他の MD 
レコーダーや MD プレーヤーで再生する 
場合、モノラル再生に対応していない機 
器では再生できません。 









録音中に頭出しマ 
—ク(曲番)をつけ 
る 

会議やインタビューなどマイクをつ 
ないで録音するとき、話し手が変わ 
るところにマーク（曲番)をつけてお 
<と録音後に頭出しして探せます。 
アナログ入力(ライン)、光デジタル 
入力からの録音のときも録音中にマ 
ーク（曲番)をつけることができま 
す0 


録音中に、マークを付けたい位置で 
本体のトラックマークポタンまた 
はリモコンの TRACK MARK ボタ 
ンを押す。 

曲番が1つ増え、そこから次の曲とし 
て記録されます。 

マークをつけたときに録音ランプが 
点滅し、リモコンでは確認音「ピ」が 
します。 

曲番曲の経過時間 


: 

1 


國 sms |gg-?| 




一 1 'J 


sis™ MARK OH 

S 觸 UU ： UU 

■■■■一■在麵■■■一 i 

録音後にマークをつけることもできます 

「頭出しマーク⑽番)をつける」 （22 ベー 
ジ) を参照してください。 

つけた マークを 消すには 

「頭出しマーク(曲番)を消す」 （23 ページ) 
を参照してください。 


1 

2 

3 

1 4 


A 

L J 

L A 

J 

1 


話し手の変わるところで 
マークをつける 


トラックマーク 




質問者 

t 

司会者 

T 

発言者 

T 

司会者 


























便利な機能を使う 

録音中の音を聞く 

f }/ リモコンジャックにリモコンつ 
きへッドホンをつなぎます。聞こえ 
る音の大きさ は音量 +/— ボタンで 
調節できます。ただし、録音される音 
の大きさは影響されません。 

録音状態を確認する 

録音ランプが点灯または点滅して、 
録音の状態をお知らせします。 


録音の状態 

録音ランプ 

録音中 

点灯 


マイク録音中は音の 


強弱に合わせて点滅 


(ボイスミラー） 

録音一時停止 

点滅 

録音中ディスクが 

ゆっくり点滅 

残り3分以下のと 


ぎ 



録音したものを誤って消さ 
ないために 

ディスクの誤消去防止つまみをずら 
して穴が開いた状態にします。録音 
したものは保護され、新しく録音が 
できなくなります。再び録音すると 
きはつまみをちとに戻し、穴を閉じ 
てから使います。 


ディスク裏面 



タイミング良く録音を始め 
る 

1 II ポタンを押しながら録音ス 
イッチを右にずらし、録音一時 
停止にする。 

2もう一度 H ポタンを押し、録音 
を始める。 

3録音する音を出す。 

録音する音の頭が欠けることな 
く、録音できます。 
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録音できる残り時間を見る 

録音中に表示ポタンを押す。 

押すたびに表示は次のように変わり 
ます。 


曲番 



す。 


ディスク名と現在時刻を見 
る 

停止中に表示ポタンを押す。 

押すたびに表示は次のように変わり 
ます。 


曲番 



辠 

曲番 


1 

: 

_ ■ 

=便司し:矣笑: RE 

a 

am Jr 5 c 


-^- 



現在の位置から録音できる残り時間 

ディスク名または 
ディスクの残り曲数* 


ITHE EES11 

s 麵〔翁:顯 J - 5 名 

J45 


録音済み部分の残り時間 



現在時刻# 


今日の日付 : 


* ディスク名がないときはディスクの残 
り曲数を表示します。 

** 時計を合わせてあるときのみ表示しま 
す0 




























































手動で録音レベル 
を調節する(マニユ 
アル録音） 

マイクやアナログ入力（ライン)から 
録音するときには、録音レベルは最 
適な値になるように自動的に調節さ 
れますが、必要に応じて手動で調節 
でぎます。 



1 H ポタンを押しながら、録音ス 
イツチを右へ2秒以上押した 
ままにする。 

録音一時停止になり、 
「 ManualREC 」 （手動調節)が表 
示されます。自動調節に戻すに 
は、一時停止の状態でもう一度録 
音スイツチを右へ2秒以上押し 
たままにします。 


2録音したい音を出す。 


|RECJ[$T£RE51 M/SnU 


篆二 


或服 g 

^ ri n»n ri 


^juru^ 


3 表示窓を見ながら、 ►►!(+) ま 
たは! ◄◄(-) ボタンを押して 
録音レベルを調節する。 

録音レベルは、レベル表示が下か 
ら4番目位の高さになったとこ 
ろが適当です。 


日里小日里大 




レベル表示 


ご注意 

次の操作でマニユア)レ録音を始めると、録 
音レベルは調節できなくなります。レベル 
の調節は一時停止中にしてください。 

4 u ボタンを押して録音を始め 
る。 

5録音が終わったら■ポタンを 
押す。 

録音レベル調節は自動調節に戻 
ります。 
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録音日時を記録す 
る(時計合わせ） 

時計を合わせておくと、録音すると 
き自動的に録音日時が記録されま 
す。初めてお使いになるときや、長い 
間お使いにならなかったときは、時 
計を合わせた後に、内蔵の時計用充 
電池を充電してください。 



1電源をつなぐ。 

付属の AC パワーアダプターを 
つなぎます。 


2時^■合わせポタンを押す。 

シャープペンの先など細いもの 
で押します。 

西暦年の数字が点滅します。 


年月日 



3 I ◄◄またはポタンを押し 
て年を合わせる。 

ボタンを押し続けると数字が速 
く進みます。 

4 ►ボタンを押して確定する。 

月の数字が点滅します。 



5手順3、4をくりかえして月、 

日、時、分を合わせる。 

分を合わせて►ボタンを押すと 
時計が◦秒からスタートします。 



途中でまちがえたときは 

■ボタンを押し、もう一度はじめか 
らやりなおしてください。変更する 
必要のないものは►-ボタンを押す 
と先に進めます。 

内蔵の時計用充電池を充電してください 

時計を合わせたら 、 A C パワーアダプター 
を約2時間コンセントにつないだままに 
して充電します。その間本機をお使いにな 
ることもできます。一度充電すると、電源 
につないでいなくても充電池は約1力月 
間持続します。一度充電すれば、コンセン 
卜や乾電池、充電式電池のいずれかの電源 
につないであれば、自動的に内蔵電池を充 
電するので、あらためて充電する必要はあ 
りません。 


次のページに続く417 























時計表示について 
•現在の日時を表示するには 

本機が動作していないときまたは録音中 
に、日時を表示するまで表示ボタンをく 
りかえし押します。約10秒後に表示は消 
えます。 

•時計を24時間表示に変えるには 

時計合わせをしている間に、表示ボタン 
を押します。12時間表示に戻すには、も 
う一度表示ボタンを押します。 


►いろいろな再生のしかた 

くりかえし聞く（リ 
ピート再生） 

ディスク全曲のリピート、1曲リピー 
卜、シャッフルリピートの3通りの方 
法があります。 



再生中にモードポタンを押す。 

押すたびに次のように変わります。 

再生状態表示 


15TERE0I 

t GOING ON 

SHUF 

U 3 


表示なし(通常の再生） 

ディスク全曲を1回再生します。 


cr •(全曲リビート） 

ディスク全曲をくりかえし再生し 
ます。 

曲リビート） 

再生中の曲をくりかえし再生しま 
す。 

czrSHUF (シャツ フルリピート） 
全曲を順不同に並べかえて再生し、 
さらにくりかえし並べかえて再生 
します。 
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便利な機能を使う 

曲名や曲の時間を見る 

再生中に、曲名や曲番、曲の残り時 
間、録音日時などを確認できます。 


表示窓 



再生中に表示ポタンを押す。 

押すたびに表示は次のように変わり 
ます。 


曲名*または曲番 



経過時間 


曲名*または曲番 



I 

I 

™ GOING OHI 



- ゲー - ■ 



曲の残り時間 
ディスクの残り曲数 


圆 1-6081 

便与 j / 之，:腦"卜 Ju， ⑻ 

夸 —■ 1 ^ 

録音済み部分の残り時間 

♦ 



録音した日付*“ 


録音した時刻** 


* 文字情報を記録しているディスクのみ 
表示します。 

** 時計合わせをしないで録音したとき 
や、録音日時が記録されていないディ 
スクを再生したときは「 一- y -- m - 
— d 」 と「—：—」が表示されます。 

次のページに続く4 


19 








































誤操作を防ぐ(ホールド機 
能） 

カノ〈ンに入れて使うときなど、誤つ 
てボタンが押されるのを防ぎます。 


低音を強調する （BASS 
BOOST 機能） 

低音域が強調された迫力のある再生 
が楽しめます。 




ホールドスイッチまたは HOLD ス 
イッチを一‘方向にずらす。 

本体のホールドスイッチを右にずら 
すと本体の操作ボタンが誤って押さ 
れても働かず、再生、録音などそのま 
まの状態を保ちます。 

リモコンの HOLD スイッチをずらす 
と、リモコンの操作ボタンが働かな 
くなります。 



低音調整スイッチをずらす。 

「1」(弱)、「2」（強)の2段階のベース 
ブースト効果が働きます。 

ご注意 

•ベースブーストを使っているときに音量 
を上げすぎると、音が割れたり、ひずんだ 
りすることがあります。その場合は音量 
を下げてください。 

•録音中に操作しても、録音される音には 
影響ありません。 


20 





音もれを抑える ( AVLS - 
快適音量） 

音量の上げすぎによる音もれや、耳 
への圧迫感、周囲の音が聞こえない 
ことの危険を少なくし、より快適な 
音量で聞くことができます。 



リモコンの AVLS スイツチを ON に 
する。 

音量を調節しても、一定のレベル以 
上大きくなりません。 


お持ちのシステム 
に接続する 

付属の接続コードまたは RK - G 136 
(別売り）を出カジャックにつなぎま 
す。出力はアナログです。本機はデジ 
タル方式で再生しますが、接続する 
機器にはアナログ信号で送られま 
す0 


ポータブル 
DAT など 


ステレオ機器、 
ラジカセなど 


入力（フイン)へピンジャック 

装は" 


- RK - 

G 136 

(別売り 


••接続コード 
(付属) 




出カジャック 
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カーコネクテイング 
パック 


カーステレオのカセットデッキへ 

ご注意 

•本機を力ーステレオと接続するときは、 
必ず力ーマウントキットに付属のカーバ 
ッテリーコードをお使いください。指定 
外の力ーバッテリー•コードを使うと正し 
く動作しないことがあります。 

•ダッシュボードの上や閉めきった車の中 
は非常に高温になります。本機を絶対に 
放置しないでください。特に夏季はご注 
22意ください。 


車の中で聞< 

ミニディスクをカーステレオにつな 
いで聞くことができます。接続には、 
専用のカーマウントキット CPM - 
MZ 3 K (別売り、キット内容:力ーマ 
ウントキット本体、力ーコネクティン 
グノ V ° ック、力ーバッテリーコードな 
ど)を使います。詳しくはカーマウン 
トキットの説明書をご覧ください。 


シガレツトライ 
夕ーソケツトへ 



カーパッテリー 
コード 


B ■-二"-カーマ ウントキット本体 
コ2ソヤ車内のセンターコンソー 
ツクへルへ取り付けます。 


V 


►録音したミ=ディスクを 
編集する 

録音した録音用ミニディスクに頭出 
しマーク（曲香)をつけたり、曲名や 
ディスク名をつけたりすることがで 
きます。再生専用ミニディスクの編 
集はできません。 


頭出しマーク(曲 
番)をつける 

曲の途中に頭出しマーク（曲香)をつ 
けると、好きなところで頭出しでき 
るようになります。曲番は次のよう 
になります。 



トラックマーク 



再生中に、マークをつけたい位置で 
本体のトラックマークポタンを押 
す。 

曲香が1つ増え、そこから次の曲とし 
て記録されます。 


II S00 sss s*o 

¥◎1111 



























曲番曲の経過時間 


1 



™ 0021 


ss 涵 d 



圆 MARK ON 

—,—, /-I n n»n n 

= t gg!j C し uwuu 


ご注意 

再生中にはリモコンでマークをつけられ 
ません。 


録音中にマークをつけることもできます 

「録音中に頭出しマーク（曲番)をつける」 
(1 3ページ)を参照して下さい。 


つけた マークを 消すには 

「頭出しマーク（曲番)を消す」(次項目）を 

参照してください。 

ご注意 

•頭出しマークをつけた後に■ボタンを押 
して停止すると 、 「Toe Edit 」 表示が点滅 
を始め、頭出しマークの位置をディスク 
に記録します。表示の点滅中はゆすった 
り、たたいたり、電源を抜いたりしないで 
<ださい。 

•誤消去防止つまみが開いているディスク 
では頭出しマークをつけることができま 
せん。つまみをもとに戻してから使って 
<ださい。 


頭出しマーク(曲 
番)を消す 

アナログ入力(ライン)で録音したと 
きに、静かな音が続く曲などでは、曲 
の途中に不要な頭出しマーク（曲香) 
がつくことがあります。その場合は、 
不要な頭出しマークを消すことがで 
きます。頭出しマークを消すと、その 
前後の曲がつながります。曲番は次 
のようになります。 


1 

^ 1 

1 .. 3 . 

4 



アークを消す 

1 

2 

3 



曲香が 1 つ減る 


■ ■一時停止 



1再生中に丨_ポタンを押して一 
時停止する。 

2 I ◄◄またはポタンを短く 
チョンと押して、消したいマー 
クの位置 (「00:0 0」表示が出 
る）にする。 


次のページに続く + 































例えば、 3 曲目の頭出しマークを 
消すときは、3曲目を頭出ししま 
す0 


約2秒間表示する 


,003 I 隱旧 
么ム〜 hr!:nn 


,—, 〜 Ti r? • n 广 ? 

^uwuu 

画 - I 


3 本体のトラックマークポタン 
を押す。 

マークが消えて指定した曲が前 
の曲につながります。 


:』 03 H 

㈣ 把 : 發:〜 -UUUU - 
— ■■只—! ■____ 占—1~\ ミ r 


便 ^ u 




続けて マークを 消したいと 
きは 

手順2、3の操作をくりかえします。 


ご注意 

•頭出しマークを消した後に■ボタンを押 
して停止すると 、 「Toe Edit 」 表示が点滅 
を始め、変更した頭出しマークの位置を 
ディスクに記録します。表示の点滅中は 
ゆすつたり、たたいたり、電源を抜いたり 
しないでください。 

•誤消去防止つまみが開いているディスク 
では頭出しマークを消すことができませ 
ん。つまみをもとに戻してから使ってく 
ださい。 


マークを消してつないだ曲の録音日時は 

つないだ2曲の1曲目の録音日時になりま 
す0 


曲名やディスク名 
をつける 

アルファベットや数字、記号を使っ 
て、録音した曲の曲名やディスク名 
をそれぞれ200文字までつけること 
ができます。1枚のディスクには合計 
1700文字まで入力できます。 


■停止 



1曲名をつけるときは名前をつ 
けたい曲を再生する。 

ディスク名をつけるときは名 
前をつけたい録音用ディスク 
を入れる。 

ディスク名をつけるとぎにすで 
にディスクが入っていたら、■ポ 
タンを押して停止します。 

2本体のタイトル/登録ポタン 
を押す。 

曲の再生中にはその曲の一曲リ 
ピートになります。 

3セレクトダイヤルを回して文 
字を選ぶ。 

►ボタンを押すと、大文字—小 
文字—数字の順にすばやく選べ 
ます。 
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4 ポタンを押して次の文字 
へ進む。 

I ◄◄ボタンを押すと戻ります。 

5手順3、4を繰り返して名前を 

つける。 

6タイトル/登録ポタンを押す。 

これで曲名またはディスク名が 
つきます。 

途中でやめるときは 

■ボタンを押します。 

入力できる文字 

• アルファべット A 〜 Z の大文字、小 
文字 

• 数字〇〜9 

•記号！" # $ % &()*+_ • 

；< = >?©_' ，ノ： 

^(スペース） 

名前を変えるには 

手順1 、 2の操作で曲名またはディス 
ク名をつける状態にして名前を表示 
させます。もとの名前の上から新し 
い名前を入力し、タイトル/登録ボ 
タンを押します。 

前にあった名前に文字を追加すると 
きは、エンドサーチポタンを使うと、 

1文字分の文字を追加できます。 

前にあった文字を消したいときは、 
消去ボタンを使って1文字ずつ消し 
ます。 


こ’注意 

• 名前をつけた後に■ボタンを押して停止 
すると 、 「Toe Edit 」 表示が点滅を始め、 
曲名やディスク名をディスクに記録しま 
す。表示の点滅中はゆすつたり、たたいた 
り、電源を抜いたりしないでください。 

•誤消去防止つまみが開いているディスク 
では曲名やディスク名をつけることがで 
きません。つまみをもとに戻してから使 
つてください。 

•市販の MD ソフトや録音していないディ 
スクに曲名やディスク名をつけたり、書 
き換えをしたりできません。 
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曲をまるごと消す 

一度消した曲はもとに戻すことがで 
きません。曲を消す前に表示窓で消 
したい曲の曲香を確認してくださ 
い。 

■停止 



曲の一部分を消す 

無音部分やラジオを録音したときの 

CM など、不要な部分の始まりと終わ 

りに頭出しマークをつけて、その部 

分を消します。 

ご注意 

• 曲を消した後に■ボタンを押して停止す 
ると 、 「Toe Edit 」 表示が点滅を始め、変 
更した頭出しマークの位置をディスクに 
記録します。表示の点滅中はゆすったり、 
たたいたり、電源を抜いたりしないでく 
ださい。 

•誤消去防止つまみが開いているディスク 
では曲を消すことができません。つまみ 
をもとに戻してから使ってください。 


1消したい曲を再生する。 

2消したい曲の再生中に消去ポ 
タンを押す。 

表示窓に 「Erase OK ?」 と 
「 PushErase 」 が交互に表示さ 
れます。1曲リピート再生になり 
ます。消すのを中止したいときは 
■ボタンを押します。 

3表示窓で曲香を確認し、もう1 
度消去ボタンを押す。 

指定した曲は消え、次の曲の再生 
が始まります。消した曲より後の 
曲番は1つずつくり上がります。 
ディスクの最終曲を消したとき 
は、その前の曲の終わりで一時停 
止になります。 


続けて曲を消したいときは 

手順1〜3の操作をくりかえします。 
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ミニディスクの全 
曲を一度に消す 

1枚のディスクの全曲を一度に消し、 
新しいディスクと同じように何も)記 
録されていない状態にすることがで 
きます。 一度消したディスクはもと 
に戻すことはできません。 

■停止 



1消したいディスクを再生する。 

ディスクの内容を確認してくだ 
さい。 

2 ■ポタンを押して停止する。 

3停止中に、消去ポタンを押しな 
がら録音スイッチを右へずら 
す。 

表示窓に 「 AIIErase ?」 と 
「 PushErase 」 が交互に表示さ 
れます。消すのを中止したいとき 
は■ボタンを押します。 

4もう一度消去ポタンを押す。 

表示窓に 「Toe Edit 」 が点滅を始 
め全曲を消去し、消去した結果を 
ディスクに記録します。消去が終 
わると 「 BLANKDISC 」 が表示さ 
れます。 


ご注意 

•「丁 oc Edit 」 表示の点滅中はゆすったり、 
たたいたり、電源を抜いたりしないでく 
ださい。 

• 誤消去防止つまみが開いているディスク 
では曲を消すことができません。つまみ 
をもとに戻してから使ってください。 
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曲の順序を変える 

曲を移動して、曲順を変えることが 
でぎます。 

例 C 曲を2曲目に移動するとき 


移動前 

A 曲 巳曲 C 曲 D 曲 


1 

2 

3 

4 


移動後 

A 曲 

C 曲 

I C 曲を2曲目に 
移動する 

B 曲 D 曲 

1 

2 

3 

4 



セレクトダイヤル 



2移動先の曲番が表示されるま 
でセレクトダイヤルを回す。 

2曲目に移動するとき 

_X 

画 MW003 却 02: 

=碑レ _ u ハ ，? S 

■■ 一 - — - I 


3もう一度タイトル/登録ボタ 
ンを押す。 

曲順が変わります。移動した曲の 
再生を始めます。 

ご注意 

• 曲を移動した後に■ボタンを押して停止 
すると、 「Toe Edit」 表示が点滅を始め、 
移動の結果をディスクに記録します。表 
示の点滅中はゆすつたり、たたいたり、電 
源を抜いたりしないでください。 

•誤消去防止つまみが開いているディスク 
では曲を移動することができません。つ 
まみをもとに戻して穴を閉じてから使つ 
て < ださい。 


1移動したい曲の再生中に、 

ポタンを押しながらタイト 
ル/登録ボタンを押す。 

1曲リピート再生になります。移 
動を中止したいときは■ボタン 
を押します。 
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►電源/こついて 

家庭用電源(コンセント)の他に、ア 
ルカリ乾電池、充電式ニッケ)レ水素 
電池、充電式リチウムイオン電池（リ 
チウムイオンバッテリー•パック）が 
使えます。 


乾電池で使う 


長時間の録音には、コンセントにつ 
ないで使うことをおすすめします。 


単3形アルカリ乾電池2本(付属)を 
入れる。 




乾電池 • 充電式電池の持続時間は* 


使用電池 

録音時# 

再生時 

ソニーアルカリ 
乾電池 LR 6 
( SG )2 本 

約2時間 

約4時間 

充電式ニッケル 
水素電池 
( BP - DM 20) 

約2時間 

約3時間 

充電式リチウム 
イオン電池 
( LIP -12) 

約 2.5 時間約4時間 

ソニーアルカリ 
乾電池 LR 6( SG ) 
2本と充電式 U 
チウムイオン電 
池 ( LIP -12) 

約 4.5 時間約8時間 

充電式ニッケル 
水素電池 
( BP - DM 20) と 
充電式リチウム 
イオン電池 
( LIP -12) 

約 4.5 時間約7時間 


* 周囲の温度や使用状態により、上記の 
持続時間と異なる場合があります。 

** 録音する場合には電池の消耗による失 
敗を防ぐため、新しい乾電池または充 
分に充電した充電式電池をお使いくだ 
さい0 


乾電池•充電式電池の取り換え時期は 

ご使用中、表示窓の電池残量表示でお知ら 
せします。 

CD 残量が少なくなっている。 

辠 

- a - 電池が消耗。取り換えてください。 

丫 

ご残量がなくなる 。「 LOW BATT 」 
表示が点滅し、電源が切れる。 
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充電式ニッケル水 
素電池で使う 


3 ■ポタンを押す。 

「Charging」 表示と電池の表示 
が出て、充電が始まります。表示 
がすべて消えると充電完了です。 


充電式ニッケ ) レ水素電池(付属)を使 
えます。お使いになる前に必ず充電 
してください。 


1 AC パワーアダプターをコンセ 
ントにつなぐ。 


コンセントへ 



AC パワーアダプター 


(付属) 


2充電式ニッケル水素電池(付 
属）を入れる。 



cm 


画 


くりかえし表示する 
(充電中） 


表示窓のすべての表示が消える 
(充電完了） 


充電時間は、放電しきつた状態か 
ら充分に充電するまでに約3時 
間かかります。充電の途中で中止 
したいときは■ボタンを押しま 
す0 


4 AC パワーアダプターをはず 
す。 

つないでいると、コンセントから 
の電源になります。 




この部分が右に 
なるようにする 


ご注意 

• 充電には必ず付属の AC ノ くワーアダプタ 
一をお使いください。 

•充電時間は充電式電池の使用状態により 
異なります。 

•はじめて充電するときや、長時間使用し 
なかったあとでは、充電しても通常の使 
用時間より短いことがあります。何回か 
放電、充電をくりかえすと通常の状態に 
戻ります。 

. 充電式電池を充分に充電しても使える時 
間が通常の半分くらいになったときは、 
新しい充電式電池と取り換えてくださ 
い0 
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充電式リチウムイ 
オン電池で使う 

充電式リチウムイオン電池 LIP -1 2 
(別売り）を使えます。お使いになる 
前に必ず専用の充電器 
ACP - MZ 60 A (別売り）で充電して 
ください。 

1電池ケース(付属)を取り付け 
る。 



2充電した充電式リチウムイオ 
ン電池 LIP -12( 別売り）を入れ 
る。 




本機では充電式リチウムイオン電池を充 
電できません。 


►その他 


使用上のご注意 

分解しないでください 

ミニデイスクレコーダーに使われて 
いるレーザー光が目にあたると危険 
です。 


レンズに触れないでくださ 
い 

レンズが汚れると音飛びが起きた 
り、再生できなくなったりする場合 
があります。 

また、ほこりがつかないように、デイ 
スクの出し入れ以外はふたを必ず閉 
じておいてください。 

AC パワーアダプタ ーにつ 
いて 

この製品には、付属の AC ノ V ° ワーアダ 
プタ ー( 極性統一形プラグ • El A J 規 
格)をご使用ください。下記以外の 
AC パワーアダプターを使用すると、 
故障の原因になることがあります。 

極性統一形プラグ 

乾電池について 

乾電池の使いかたを誤ると、液もれ 
や破裂のおそれがあります。次のこ 
とは必ずお守りください。 

• ㊉ と ㊀ の向きを正しく入れてくだ 
さい0 

次のページに続く今 












• 新しい乾電池と使用した乾電池、 
または種類の違う乾電池を混ぜて 

. 使用しないでください。 

• 乾電池は充電できません。 

• 長い間乾電池を使わないときは、 
取り出しておいてくださし、。液も 
れが起こったときは、電池入れに 
ついた液をよくふき取ってから新 
しい乾電池を入れてください。 

充電式電池について 

• 電池を火の中に入れないでくださ 
し、。 

• 発熱、発火などのおそれがありま 
すので、充電式電池の ㊉ 端子と ㊀ 
端子を金属で接続しないでくださ 
し、。（金属性のボールペン、ネック 
レス、コイン、 ヘアー ピンな どと一 
緒に携帯、保管はしないでくださ 
い〇) 

置き場所について 

次のような場所には置かないでくだ 

さい0 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具 
の近く。 

• 窓を閉めきった自動車内（とくに 
夏季)。 

• 風呂場など、湿気の多いところ。 

• ほこりの多いところ。 

• 磁石、スピーカーボックス、テレビ 
など磁気を帯びたちのの近く。 

温度上昇について 

本機を長時間お使いになると、本体 

の温度が上昇することがあります 

が、故障ではありません。 


操作中の動作音について 

本機は省電力の動作方式になってい 
ます。そのため、操作中は断続的に動 
作音がしますが故障ではありませ 
ん〇 

へッドホンで聞くときのご 
注意 

交通安全のために 

自転車やノ（イク、自動車などの運転 
中は、へッドホンは絶対に使わない 
でください。歩行中でも音量を上げ 
すぎるとまわりの音が聞こえなくな 
り危険です。とくに、踏切や横断歩道 
では充分にご注意ください。 

耳を守るために 

耳を刺激するような大きな音量で長 
時間続けて聞くと、聴力に悪い影響 
を与えることがあります。耳を守る 
ため、音量を上げすぎないようにご 
注意ください。 

より快適な音量で聞くには 、 AVLS 
機能をお使いになることをおすすめ 
します。 

まわりの人のことを考えて 

付属のへッドホンは音もれ防止タイ 
プですが、音量を上げすぎると音が 
外にもれます。音量を上げすぎて、ま 
わりの人の迷惑にならないように気 
をつけましよう。雑音の多いところ 
では音量を上げてしまいがちです 
が、へッドホンで聞くときはいつも 
呼びかけられて返事ができるくらい 
の音量を、目安にしてください。 
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表面のお手入れについて 

水やぬるま湯を少し含ませた柔らか 
い布で軽くふいたあと、からぶきし 
ます。シンナー、ベンジン、アルコー 
ルなどは表面をいためますので使わ 
ないでください。 


万一故障した場合は、内部を開けず 
に、お買い上げ店またはソニーのサ 
—ビス窓口にご相談ください。 


ミニディスクの取り扱いに 
ついて 

ミニディスク自体はカートリッジに 
収納され、ゴミや指紋を気にせず手 
軽に取り扱えるようになっていま 
す。ただし、カートリッジのよごれや 
反りなどが誤動作の原因になること 
もあります。いつまでも美しい音で 
楽しめるように次のことにご注意く 
ださい。 


• ミニディスクに直接触れない 

シャッターを手で開けないでくだ 
さい。無理に開けるとこわれます。 



• 置き場所について 

直射日光が当たるところなど温度 
の高いところや湿度の高いところ 
には置かないでください。また、砂 
浜など、ディスクに砂が入る可能 
性のあるところには放置しないで 
<ださい。 

• 定期的にお手入れを 

カートリツジ表面についたほこり 
やゴミを、乾いた布でふき取って 
ください。 
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故障かな？と思ったら 


サービス窓口にご相談になる前にもう一度チェックしてみてください。 

症状 

原因 

処置 

操作を受けつけな 
い 

ディスクが入っていない（「 N 0 
DISC 」 表示が出る)。 

ディスクを入れる。 


ホールド機能が働いている(本体 
の操作ボタンを押すと 「 HOLD 」 表 
示が出る)。 

ホールドスイッチ（リモコンの 
HOLD スイッチ)を矢印と逆方向 
にしてホールド機能を解除する。 
(20 ページ） 


結露(内部に水滴が付着）してい 
る 0 

ディスクを取り出して、そのまま 
数時間おく。 


AC ノ（ワーアダプターがしっかり 
差し込まれていない。 

DC IN 4.5 V ジャックとコンセン 
卜にしっかり差し込む。 


乾電池または充電池が消耗してい 
る ( a または 「 LOW 日 ATT 」 表示 
が点滅)。 

乾電池を2本とも交換するか、充電 
池を充電する。 （29 〜31ページ） 


乾電池が正しく入れられていな 
い 0 

乾電池の ㊉ 端子と ㊀ 端子を正しく 
入れなおす。 （29 ページ） 


何も録音されていないディスクが 
入っている （「 BLANKDISC 」 表示 
が出る)。 

他のディスクと取り換える。 


ディスクが損傷している （「DISC 
ERR 」 表示が出る)。 

ディスクを入れなおす。それでち 
「DISC ERR 」 表示が出るときは、 
他のディスクと取り換える。 


ディスク表示が速く回転している 
ときにボタンを押した。 

ディスク表示がゆっくり回転して 
から次の操作をする。 


使用中、衝撃や過大な静電気、落雷 
による電源電圧の異常などのため 
に強いノイズを受けた。 

次の手順で操作し直す。 

1すべての電源をはずす。 

2約30秒間そのままにする。 

3電源をつなぐ。 

通常の再生ができ 
ない 

リピート再生を指定した。 

モードボタンを押して、 CT - (リ 
ピート)表示が消えてから再生を 
始める。 （18 ページ） 

ディスクの1曲目か 
ら再生できない 

前回再生したときディスクの途中 
で止めた。 

1◄◄ボタンを押すか、1度ふたを開 
けて、再生を始める位置をディスク 
の最初に戻し、表示窓の曲番、経過 
時間を確かめてから再生する。 

再生中に音がとぎ 
れる 

振動の多い場所に置いている。 

連続した振動の少ない場所で使 
ぅ。 


ナレーションやイント□など1曲 
の録音時間が極端に短いと、音が 
とぎれることがあります。 



34 




















症状 

原因 

処置 

雑音が多い 

テレビなど強い磁気を帯びたもの 
の近くに置いている。 

テレビなどから離して置く。 

充電できない 

AC ノ V ° ワーアダプターが正しく接 
続されていない。 

正しく接続しなおしてください。 
(30 ページ） 

録音•編集がでぎな 
い 

ディスクが誤消去防止状態になっ 
ている （「 PROTECTED 」 表示が出 
る)。 

ディスクの誤消去防止つまみを戻 
して穴を閉じる。 （14 ページ） 


音源と正しく接続されていない。 

接続しなおす。（6、11ページ） 


ポータブル CD プレーヤーとつな 
いでデジタル入力で録音するとき 
に、ポータブル CD プレーヤーを一 
時停止にしていない(「 N 0 
SIGNAL 」 表示が出る)。 

ポータブル CD プレーヤーを一時 
停止にしてから録音する。 


録音レべ J レがノ」 v さすぎる(手動調 
節時)。 

一時停止状態にして、! ◄◄/►►! ボ 
タンで録音レベルを調節する。 

(16 ページ） 


再生専用ディスクが入っている 
(「PB DISC 」 表示が出る)。 

録音用ディスクと取り換える。 


ディスクの残り時間が12秒以下 
である （「DISC FULL 」 表示が出 
る)。 

他の録音用ディスクと取り換え 
る 0 


録音、または編集中に電源が抜か 
れた、または停電になった。 

それまでの録音の内容は消える。 
初めから録音しなおしてくださ 
い 0 

頭出しマークのあ 
る位置を頭出しで 
きない 

またはボタンを押してか 
ら一時停止した。 

■1 ボタンを押して一時停止してか 
らまたはボタンを押して 
頭出ししてください。 

へッドホンから音 
が出ない 

リモコン付きへッドホンがしっか 
り差し込まれていない。 

0/リモコンジャックにしっかり 
差し込む。 


音量が小さすぎる。 

音量+ /_ボタン（リモコンの 
V 0 L +/ —ボタン)で音量を調節 
する 



AVLS スイッチを〇 FF にする。 

(21 ページ） 

時計が正確に動か 
ない 

内蔵の時計用充電地が消耗してい 
る。 

AC パワーアダプターをコンセン 
卜につないで充電する。ただし、電 
池が消耗していなくても月に2分 
程度の誤差が生じることがありま 
す。 （17 ページ） 

録音日時が記録さ 
れない 

時計表示が点滅している。 

時計を合わせなおす。 （ 17ページ） 
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システム上の制約による症状と原因 

ミニディスクシステムでは、従来のカセツトや DAT とは異なる方式で録音が行わ 
れます。そのため、いくつかのシステム上の制約があり、次のような症状が出る場 
合があります。これらは、故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 


症状 

原因 

最大録音可能時間 (6 〇 
分、74分)に達していな 
くても 、 「TR FULL 」 表 
示が出る。 

254曲録音されるとそれ以上の録音はできません。 

さらに曲を追加するには、不要な曲を消して録音してください。 

曲数も録音時間も余裕 
があるのに 、 「TR 

FULL 」 表示が出て、録音 
が止まる。 

同じディスクで録音、消去をくりかえすと、1曲のデータが連続し 
て記録されず、空いているところに分割して記録されることがあり 
ます。ミニディスクは、このような場合でも離れたデータをすばや 
く探し出し、順に再生します。ただし、分割したそれぞれのデータは 
曲の区切り （1 曲)と同じ扱いになり、全部で254曲になると、録音 
できなくなります。 

さらに曲を追加するには、不要な曲を消して録音してください。 

頭出しマーク(曲香)が消 
せない。 

つなごうとする曲のデータがディスク上に分散し、それぞれのデー 
夕の長さが12秒以下のとき、その曲の頭出しマーク(曲番)を消し 
て前の曲とつなぐことはできません。 

曲を消しても、ディスク 
の録音できる残り時間 
が増えない。 

ディスクの録音できる残り時間を表示するとき、12秒以下の部分 
は無視します。このため、短い曲を何曲消しても録音できる残り時 
間が増えないことがあります。 

ディスクに録音した時 
間と残り時間の合計が、 
最大録音可能時間 (6 〇 
分、74分)に一致しなし、。 

通常、録音は約2秒を最小単位としてディスクに記録します。録音 
を止めたところでは、記録の最後の部分が実際には2秒に満たない 
場合でも2秒分のスペースを使います。また、録音を止めた後再び 
録音を始めるときには、録音を始めたところで約2秒分のスペース 
を空けて記録を始めます。これは、録音を始めるときに誤って前の 
曲を消さないためです。このため、実際に録音できる時間は録音を 
止めるたびに、最大録音可能時間よりも最大で6秒短くなります。 

編集した曲を再生しな 
がら早送り、早戻しする 
と、音がとぎれる。 

再生しながら早送り、早戻しするときは通常より高速で再生するた 
め、短い曲がディスク上のいろいろなところに点在していると、探 
すのに時間がかかり、音がとぎれることがあります。 
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エラー 表示 一覧 


表示窓にエラー表示が出たら、下の表にしたがってチェックしてみてください。 

エラー 表爪 

意味 

対策 

巳 LANKDISC 

何も録音されていないディスクが 
入っている(再生時)。 

他のディスクと取り換える。 

BUSY 

録音または編集の内容の処理をし 
ている。 

しばらくお待ちください。まれに、 

2〜3分ほどかかる場合がありま 
す。 

CANNOT 

ディスクの1曲目の頭で、頭出し 
マークを消そうとした。 



つなげられない曲の頭で頭出し 
マークを消そうとした。（ミニディ 
スクのシステム上の制約による。） 


DISC ERR 

異常なディスク(損傷している、録 
音や編集の内容などの情報が入っ 
ていない)が入っている。 

ディスクを入れなおす。それでち 
「DISC ERR 」 表示が出るときは、 
他のディスクと取り換える。 

DISC FULL 

ディスクの残り時間が12秒以下 
である(録音時)。 

他の録音用ディスクと取り換え 
る 0 

FULL 

曲名やディスク名を20◦文字を越 
えて入力しようとした。 

1枚のディスク上の文字が1700 
文字を越えた。 

文字数の制限内で入力してくださ 
い 0 

Hi DC in 

電源電圧が高い(指定の AC パワー 
アダプターまたは力ーバッテリー 
コードを使っていない)。 

指定の AC ノ（ワーアダプターまた 
は力ーバッテリーコードを使って 
ください。 

HOLD 

ホールド機能が働いている。 

ホールドスイッチを矢印と逆方向 
にしてホールド機能を解除する。 
(20 ページ） 

LOW 巳 ATT 

電池が消耗した。 

新しい乾電池と入れ換えるか、充 
電地を充電しなおす。 （29 〜31 
ベージ） 

NO COPY 

シリアルコピーマネジメントシス 
テム ( SCMS ) によりダビングは禁 
止されている。 

アナログ入力(ライン)を使って録 
音する。 （6 ページ） 

NO DISC 

ディスクが入っていない。 

ディスクを入れる。 


次のページに続く+ 
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エラー 表示 

意味 

対策 

NO SIGNAL 

デジタル信号がない。 

サンプリング周波数が 44. 1 kHz 
の機器としっかり接続されている 
ことを確認する。 

ポータブル CD プレーヤーからデ 
ジタル入力で録音するときは、 
ポータブル CD プレーヤーを一時 
停止にしてから録音する。 

録音の途中で表示が出たときは、 ■ 
ボタンを押して録音を停止する。 

P 巳 DISC 

再生専用ディスクが入っている 
(録音•編集時)。 

録音用ディスクと取り換える。 

PROTECTED 

ディスクが誤消去防止状態になっ 

誤消去防止つまみを戻す。 


ている。 

(14 ページ） 

TEMP OVER 

本機の温度が高くなりすぎた。 

涼しいところで本機をしばらく休 
ませてから使う。 

TR FULL 

録音または編集の曲数がいっぱい 
で、これ以上録音や編集ができな 
い0 

不要な曲を消す。 （26 ページ） 

TRprotect 

トラックプ□テクト(曲の誤消去 
防止)がかかっている曲に録音•編 
集をしようとした。 

他の曲で録音•編集してください。 
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保証書と アフター 
サービス 

保証書 

• この製品には保証書が添付されて 
いますので、お買い上げの際お買 
し、上げ店でお受け取りくださし、。 

• 所定事項の記入および記載内容を 
お確かめのうえ、大切に保存して 
ください。 

• 保証期間は、お買い上げ日より1 
年間です。 

アフターサービス 

• 調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう一度ご覧になっ 
てお調べください。 

• それでも具合の悪いときはサービ 
スへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニ 
一ご相談窓口のご案内」にあるお 
近くのソニーサービス窓口にご相 
談ください。 

• 保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理 
させていただきます。詳しくは保 
証書をご覧ください。 

• 保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場 
合は、ご要望により有料修理させ 
ていただぎます。 


• 部品の保有期間について 

当社ではポータブルミニディスク 
レコーダーの補修用性能部品(製 
品の機能を維持するために必要な 
部品)を、製造打ち切り後最低8年 
間保有しています。この部品保有 
期間を修理可能の期間とさせてい 
ただきます。保有期間が経過した 
後も、故障箇所によっては修理可 
能の場合がありますので、お買い 
上げ店か、サービス窓口にご相談 
ください。 
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主な仕様 


ミニディスク 

形式 

ミニディスクデジタルオーディオ 
システム 

録音方式 

磁界変調光学方式 

再生読み取り方式 

非接触光学式読み取り（半導体レー 
ザー使用） 

レーザー 

GaAIAs ダブルへテ□ダイオード、 
A = 780 nm 

録音再生時間 

最大148分 ( MDW -74 使用、モノラ 
ル録音、再生時） 

最大74分 ( MDW -74 使用、ステレ 
才録音、再生時） 

回転数 

約400 「pm 〜900 rpm ( CLV ) 

エラー 訂正方式 

アドバンスドク□スインターリ_ 
ブリードソ□モンコード ( AC 旧 C ) 

サンプリング周波数 
44.1 kHz 
コーディング 

アダプティブトランスフオームア 
コース ティ ックコー ディング 
( ATRAC ) 

変調方式 

EFM 

チャンネル数 

ステレオ2チャンネル 
モノラル1チャンネル 

周波数特性 

2◦〜20,000 Hz 土2 d 巳 

ワウフラッター 

測定限定値以下 

入力端子 

マイク：ステレオミニジャック、入 
カレべル0.22〜 0.78 mV 
入力(アナログ）：ステレオミニジャ 
ック、入カレベル69〜194 mV 


入力(光デジタル)*:光ミニジャック 
* 入力(光デジタル)と入力(アナロ 
グ)は兼用ジャック 

出力端子 

へッドホン：ステレオミニジャッ 
ク、最大出カレベル5 mW + 5 
mW 、 負荷インピーダンス16 Q 
出力:ステレオミニジャック、規定 
出カレベル194 mV 、 負荷インピ 
—ダンス 10 kQ 


電源•その他 

電洞 

乾電池アルカリ単3形2本(付属） 
外部雷源ジャック定格 DC 4.5 V 
AC ； V ° ワーアダプター (付属 )、 AC 
100 V 50 /6〇 Hz 
充電式ニッケル水素電池 BP - 
DM 2 ◦(付属） 

充電式リチウムイオン電池 LIP -1 2 
(別売り） 

電池持続時間 

乾電池、充電式電池の持続時間につ 
いては、「乾電池で使う」29ページ 
をご覧ください。 

最大外形寸法 

約1 15.8 x 29.8 x 81 mm (幅/ 
高さ/奥行ぎ、最大突起部含まず） 

質量 

本体約 265 g 

ご使用時約 360 g (録音用ミニデ 
ィスク、リモコン付きへッドホン、 
乾電池 LR 6( SG )2 本を含む） 

付属品 

AC パワーアダプター （1) 

接続コード （1) 

リモコン付きへッドホン （1) 

単3形アルカリ乾電池 (2) 

充電式ニッケル水素電池 （1) 

電池ケース(充電式リチウムイオン 
電池 UP - 12用） （1) 

録音用ミニディスク （1) 

キヤリングケース （1) 

取扱説明書 （1) 

操作早わかり力ード （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （ 1 ) 
保証書 （1) 
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別売りアクセサリー 

充賺式ニッケル水素電池 BP - 
DM 20 

バッテリーチヤージヤ ー( BP - 
DM 20 用急速充電器) BC - DM 20 
リチウムイオンバッテリーパック 
(充電式リチウムイオン電池) LIP - 
12 

AC パワーアダプター/バッテリー 
チヤージヤ ー ACP - MZ 60 A * 

デジタ>1レ接続ケーブ J レ P 〇 C -5 A 日/ 
1 OAB /15 A 巳、 P 0 C -5 B /1 〇 B / 
15 B . P 0 C - MZKP 0 C - MZ 2 
力ーマウントキット CPM - MZ 3 K 
力ーコネクティングパック CPA -8 
ステレオマイク□ホン ECM - 
909 A 、 ECM -727 P ' ECM -717 
ステレオへッドホン MDR - D 55、 
MDR - D 77 

アクティブスピーカ ー SRS - A 50 
ミニディスク(生ディスク） 
MDW -74/74 A (74 分用） 

M D W 74 L /74 R /74 Y (74 分用） 
MDW -60/60 A (60 分用） 

ミニディスク•キヤリングケース 
CK - MD 4 

ミニディスク•フアイリングボック 
ス CK - MD 10 

* ACP - MZ 60 A は充電器としての 
みつかえます。本機の AC ノ（ワー 
アダプターとしてはお使いいた 
だけません。 

本機は、ドルビーラボラトリーズラ 
イ センシング コーポレー シヨンの米 
国及び外国特許に基づく許諾製品で 
す。 

本機の仕様および外観は、改良のた 
め予告なく変更することがあります 
が、ご了承ください。 


解説 ー ミニディス 
クについて 

ミニディスクとは？ 

直径わずか64 mm のディスク。それ 
を力一トリッジに収めたものがミニ 
ディスクです。録音、再生ともデジタ 
) レ方式なのでノイズやひずみが極め 
て少なく、コンパクトディスクに迫 
る高音質を実現しています。 

また、音質も劣化せず耐久性に優れ 
ています。 

さらに、力一トリッジに収められて 
いるのでほこり、傷、指紋などを気に 
せず手軽に取り扱えます。 

2種類のディスク 

ミニディスクには、再生専用と録音 
用の2種類があります。 

• 再生専用ミニディスク 

再生のみが可能なディスクで、市 
販の MD ソフトはこのタイプを使 
用しています。再生専用ミニディ 
スクはコンパクトディスクと同じ 
光ディスクで、ピット(小さなくぼ 
み)の有無でデータが記録されて 
います。 

再生は、録音用ミニディスクと共 
通の光学ピックアツプで行いま 
す0 


次のページに続く4 








• 録音用ミニディスク 

録音もできるいわゆる「生ディス 
ク」です。光磁気 (M0 : Magneto- 
Optical) ディスクを使用してお 
り、レーザーと磁気で記録する磁 
界変調光学方式を採用していま 
す0 
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ATRAC で小型化を実現 

ミニディスクの直径はコンパクトデ 
ィスクの約半分でありながら記録で 
きる時間はほぼ同じです。それは、新 
しく開発された音声圧縮技術 
「ATRAC:Adaptive TRansform 
Acoustic Coding」 によって可能に 
なりました。新技術 ATRAC では、人 
の耳には聞こえない音をカツトして 
音楽データを約1/5に圧縮します。 
聴覚心理学に基づいてデータが取捨 
選択されるので、聴覚上の音質が損 
なわれることはありません。 

瞬時に選曲 

ディスクならではの大きな特長がそ 
の選曲性の良さ一すぐに目的の曲 
の頭出しができることです。しかも 
録音用ミニディスクでは、頭出しの 
みならず録音した曲の編集もすばや 
く行えます。これは曲の情報(開始位 
置 • 終了位置 • 順序など）をすベて「ユ 
—ザー TOC (Table Of Contents)」 
と呼ばれる領域で管理しているから 
です。この領域は音楽データとは別 


に存在しているので、ユーザー TOC 
の情報を変更するだけで編集が可能 
になります。たとえば、テープで曲の 
消去をするためには消したい曲の頭 
から終りまで無音で録音し直さなけ 
ればなりません。これに対してミニ 
ディスクの場合は、ユーザー TOC の 
情報を書き換えるだけで曲を簡単に 
消すことがでぎます。 



ユーザー TOC 音楽 データ ， 


——曲の順序•開始/終了位置を管理 

音飛びガードメモリー 

従来の光，光磁気ディスクの弱点は 
振動に弱く音飛びしやすいことでし 
た。ミニディスクでは新開発の耐振 
技術音飛びガードメモリーを採用し 
耐振性を飛躍的に向上させました。 
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各部のなま 7 L 

() 内のページに詳しい説明があります。 

本体 



H] 出カジャック (21) 
m 入力(光デジタル/アナログ)ジ 
ャック(6、1 1) 

HI 低音調整スイッチ (20) 

[51 エンドサーチボタン (7) 

固消去ボタン(26、 27) 

囹 ■ (停止/充電)ボタン(7、9、 30) 
囝表示窓 (44) 

® 時計合わせボタン(底面） （ 1 7) 

囹 DC IN 4.5 Vジャック（6、8、 
30) 

H 開く（ディスク取り出し)スイッチ 

( 6 . 8 ) 

0表示ボタン（15、 19) 

01モードボタン（12、 18) 

01録音ランプ 


H 録音スイッチ (7) 
眧1^(早戻し）ボタン(7、9) 
m ► (再生)ボタン(7、 9) 

冏 ►►K 早送り）ボタン(7、 9) 

H ホールドスイッチ (20) 

固音量+/_ボタン (9) 

(—時停止)ボタン(7、 9) 

固電池入れ(底面）（29、3〇） 

IIセレクト(選択)ダイヤル(24、 
28) 

囫タイトル/登録ボタン(24、 28) 
113マイク（ブラグインノ（ワー)ジャ 
ック （12) 

HD/ リモコンジャック （8) 
m トラックマーク(曲香)ボタン 
(13,22,23) 
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表示窓 



HI ステレオ表示 

[2 録音表示 (7) 

録音時に表示されます。録音一時 
停止のとぎは点滅します。 

HI モノラル表示 

(2 再生状態表示 （18) 

ディスクの再生状態を表示しま 
す。 

H ] 電池残量表示 (29) 

充電池や乾電池の残量を表示し 
ます。 

固レベル表示 （16) 

録音時には入カレベルを、再生時 
には再生音のレベルを表示しま 
す。 

[3 ディスク表示 

録音、再生、編集のとき、ディスク 
が回転していることを示します。 
囹 Ffey\「N 表示(15、 19) 

ディスクの残り曲数、ディスクや 
曲の残り時間を表示しているこ 
とを示します。 
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ポジションポインター(7、9) 
ディスク上の操作位置を見て確 
認できます。現在録音または再生 
中の部分は点滅します。 


現在位置 

V 1 , 



□QpLJiua i 
50% 100% 


録音済みの部分 
ディスク1枚の長さ 


m 時刻/時間表示(7、9、15、17、 
19 ) 

録音時刻、現在時刻、曲の再生時 
間、曲やディスクの残り時間を示 
します。 

0午前/午後表示 （17) 

時刻が12時間表示のときに表示 
されます。 

01 №"2 DA 7 " 相表示 ( 15, 19) 

表示窓に録音日時が出ていると 
きに表示されます。現在の日時が 
出ているときは 「 DATE 」 が表示 
されます。 

M 文字情報表示部(7、9、15、17、 
19、 37) 

ディスク名や曲名、日付、エラー 
表示、曲番などが文字で表示され 
示す。 



































リモコン付きへッドホン 


m 


m 

m 



H ] へッドホン (8) 

別売りのへッドホンにつけ替え 
られます。 

m 『 OLt 音量)+/ - ボタン (9) 

囹 ► (再生)/(頭出し、 
早戻し/早送り）ボタン(7、 9) 
停止中に押すと►(再生)、再生 
中に側を押すと頭出し、早送 
り、再生中に!◄◄側を押すと頭出 
し、早戻しとなります。 


[4] TRACK MARK (曲番)ボタン 
(13) 

囹■■(一時停止)ボタン(7、 9) 

囹太 Vt 宏^ッチ (21) 

へッドホンの音もれを抑えます。 
囝■(停止)ボタン(7、 9) 
g ] HOLD スイッチ (2 〇） 

リモコンのボタンが働かなくな 
り、誤操作を防ぎます。 
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Operating Instructions 


Welcome! 

Welcome to the world of the MiniDisc! 

Here are some of the capabilities and 

features you'll discover with the new 

MiniDisc Recorder. 

• High-fidelity recording — High- 
fidelity sound with little noise and 
distortion is recorded through the 
optical digital input jack on the 
recorder. 

• Long-time recording with monaural 
sound — You can record up to148 
minutes on a disc using monaural 
recording. 

• Easy labeling — You can select 
characters for labeling by simply 
rotating a dial. 

• Various editing functions — You 
can easily add and erase track marks 
on the recording, erase a track, erase 
all the tracks at one time, and 
change the order of tracks. 

• Position pointer — The display- 
shows you the current location on 
the disc. 

• Date and time stamp function 一 
The built-in clock allows you to 
record the date and time whenever 
you make a recording. 

• Title function — You can see disc 
and track titles in the display while 
you are playing/recording an MD. 

• Remote controller —— You can play 
an MD using the remote controller 
equipped with the stereo 
headphones. 


Looking at the controls 

The numbers are keyed to the 
illustrations in the Japanese text (pages 
43 to 45). 

The recorder 

1 出力 (line out) jack 


2 入力(光デジタル/アナログ） 
(optical/line in) jack 

3 if 氐音調金 (Bass boost) switch 
Select to emphasize bass sound. 

4 エンドサー手 (end search) button 

5 消去 (erase) button 

Press to erase recorded track(s). 

6 ■停止/ 充霉 (stop/charge) button 

f Display window 

8 時計合わせ (clock set) button (at 
the bottom) 

9 DC IN 4.5 V jack 

10 開く (open) switch 

11 表爪 (display) button 

Press to display the current play 
mode, the remaining time of the 
current track, the remaining time 
of the disc, or the recording date 
and time. 

12 モード (mode) button 

Each time you press here while 
playing an MD, the recorder plays 
the MD in a different play mode: 
normal play, all repeat, single 
repeat, or shuffle repeat. 

Press here while recording to 
select monaural recording. 

13 Record indicator 

Lights up while recording, flashes 
in record standby mode, and 
slowly flashes while recording 
with less than 3 minutes' recording 
time available. 

14 録音 （record) switch 

15 (search/AMS) button 

16 ► (play) button 

17 (search/AMS) button 

18 ホールド (hold) switch 

Slide to lock the controls of the 
recorder. 

19 音量 （volume)+/-buttons 
When the AVLS switch on the 
remote controller is set to on, you 
cannot increase the volume to the 
maximum. To increase the volume 
above the limited level, set the 
AVLS switch to off. 

20 II (pause) button 

21 Battery compartment 

22 Select dial 

23 タイトル/登録 (title/enter) 
button 
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24 マイク（プラグインパワー ） （mic 
plug in power) jack 
25 D/ リモコン (headphones/ 
remote) jack 

26 トラックマーク （track mark) 
button 

The display window 

1 STEREO indication 

2 REC (record) indication 

Lights up while recording. When 
flashing, the recorder is in record 
standby mode. 

3 MONO (monaural) indication 

4 Play mode indication 

Shows the play mode of the MD. 
し (all repeat): All tracks play 
repeatedly. 

C— 1 (single repeat): One track 
plays repeatedly. 

し SHUF(shuffle repeat): Tracks 
will be repeated in 
random order. 

5 Battery indication 

Shows battery condition. When 
flashing, the dry batteries or 
rechargeable battery are weak. 
While charging the rechargeable 
battery, this indication shows the 
charging condition. 

6 Level meter 

Shows the volume of the MD 
being played or recorded. 

/ Disc indication 

Shows that the disc is rotating for 
recording, playing or editing an 
MD. 

8 REMAIN (remaining time/tracks) 
indication 

Lights up along with the 
remaining time of the track, 
remaining time of the MD, or 
remaining number of tracks. 

9 Position pointer 

Shows the current location on the 
MD. The point under recording or 
playing flashes. The recorded 
portion lights up. 

10 Time display 

Shows the elapsed time of the 
track being recorded or played. 
Shows the time recorded while 


"REC DATE" indication is lit, the 
current time while "DATE" 
indication is lit, and the remaining 
time of the track or disc being 
recorded or played while 
"REMAIN” is lit. 

11 AM/PM indication 

Lights up along with the time 
indication in the 12-hour system. 

12 REC DATE (recorded/current 
date) indication 

Lights up along with the date and 
time the MD was recorded. When 
only "DATE" lights up, the current 
date and time are displayed. 

13 Character information display 
Displays the disc and track 
names*, date, error messages, 
track numbers, etc. 

* Disc and track names appear only 
with MDs that have been 
electronically labeled. 

The headphones with a remote 
controller 

1 Headphones 

Can be replaced with optional 
headphones. 

2 VOL (volume) +/- buttons 
When the AVLS switch is set to 
on, you cannot increase the 
volume to the maximum. To 
increase the volume above the 
limited level, set the AVLS switch 
to off. 

3 ► (play) /!◄◄/►►! (search, 
AMS) buttons 

Press ► to play. While playing, 
press the \« side to find the 
beginning of the current or 
preceding tracks or to search 
backward, or press the side to 
find the beginning of the 
succeeding tracks or to search 
forward. 

4 TRACK MARK button 

5 II (pause) button 

6 AVLS (Automatic Volume Limiter 
System) switch 

Slide to ON to limit the maximum 
volume. 

7 ■ (stop) button 
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8 HOLD switch 

Slide to lock the controls of the 
remote controller. 


►MD recording 

Recording an MD right 
away! 

See the illustrations in Japanese text 
(pages 6 to 7). 

Use the supplied line cable to hook up 
an analog source. The source sound of 
CDs or tapes will be sent as an analog 
signal and recorded digitally. The 
recorded sound will be stereo. 

Use a "recordable MD" (supplied) to 
record. Premastered MDs cannot be 
recorded over. 

1 Make connections. 

① Connect the 入力(光デジタル 
/ アナログ） (optical/line in) 
jack or the recorder to tne 
LINE OUT R(red)/L(white) 
jacks of the source with the 
supplied line cable (or RK- 
G136, not supplied). 

The recorder switches to analog 
input automatically. 

© Connect the DC IN 4.5V jack 
of the recorder to a wall outlet 
with the supplied AC power 
adaptor. 

When the recorder has different 
sound sources connected at the same 
time, the recorder switches to the 
digital, microphone, or analog input 
in this order of priority. 

2 Insert a recordable MD. 

① Slide the 開く (open) switch 
and open the lid. 

(D Insert a recordable MD with 
the label side facing up, and 
press the lid down to close. 

3 Record an MD. 

① Slide the 録音 (record) switch 
to the right while pressing its 
button. 

"REC" lights up and recording 


starts from the beginning of the 
disc. The level of the recorded 
sound is adjusted automatically. 
(D Play the sound source. 

To stop recording, press ■. 

"Toe Edit" flashes to record data of the 
recording (the track's start and end 
points, etc.). Do not move or jog the 
recorder or disconnect the power source 
while the indication is flashing in the 


display. 

To 

Press 

Pause 

■ I* 

Press II again to 

resume 

recording. 

Add recording to 
the end of the 
previous 
recording 

エンドサーチ 
(end search) and 
slide the 録音 
(record) switch. 

Record over 
partway through 
the previous 
recording 

►, ►►lor KM 

to find the start 
point of 
recording and 
press ■ to stop. 
Then slide the 跡 
胃 (record) 
switch. 

Remove the MD 

■ and open the 
lid.** 


• A new track mark is added at the point 
where you pressed and the 
recording will be marked with the new 
track number when you resume 
recording. 

** Once you open the lid, the point to 
start recording will change to the 
beginning of the first track. When 
recording on a recorded MD, check the 
point to start recording on the display. 

If the recording does not start 

• Make sure the recorder is not 
locked. If it is locked, slide the ホー 
ノレド (hold) switch in the opposite 
direction of the arrow. 

• Make sure the MD is not record- 
protected. If the tab at the side of the 
MD is open, slide it back so the tab 
is visible. 
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Playing an MD right away! 


See the illustrations in Japanese text 
(pages 8 to 9). 

If you want to play an MD right now, 
choose to use your recorder on house 
current. Other choices are dry batteries 
and two kinds of rechargeable 
batteries (see page 56). 

The recorder automatically switches to 
play the stereo or monaural sound 
according to the recorded sound. 

1 Make connections. 

① Connect the remote controller- 
equipped headphones 
(supplied) to the Cl / リモコン 
(headphones / remote) jack of 
the recorder. 

@ Connect the DC IN 4.5V jack 
of the recorder to a wall outlet 
with the supplied A し power 
adaptor. 

2 Insert an MD. 

① Slide the 開く (open) switch 
and open the lid. 
d) Insert an MD with the label 
side facing up, and press the 
lid down to close. 

3 Play an MD. 

① Press 

The recorder starts to play the first 
track. 

A short beep sounds in the 
headphones. 

② Press the 音量 (volume) +/- 
buttons to adjust the volume. 

You can check the volume in the 
display. 

To stop play, press WL 

A long beep sounds in the headphones. 


To 

Press(Beeps in 
the headphones) 

Pause 

II (Continuous 
short beeps) 

Press II again to 
resume play. 

Find the 
beginning of the 
current track 

once (Three 
short beeps) 

Find the 
beginning of the 
next track 

►►1 once (Two 
short beeps) 

Go backwards 
while playing* 

keep pressing 

Go forward 
while playing* 

keep pressing 

►►i 

Remove the MD 

■ and open the 
lid.** 


* To go backwards or forward quickly 
without listening, press II and keep 
pressing or 

** Once you open the lid, the point to 
start play will change to the beginning 
of the first track. 

If the playback does not start 

Make sure the recorder is not locked. 

If it is locked, slide the ホールド (hold) 
switch in the opposite direction of the 
arrow. 

^Various ways of 
recording 

Difference between digital 
and analog inputs 

The recorder selects digital or analog 
input according to how the sound 
source is hooked up. 
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^Jnput 

Difference^ 

Digital 

input 

Analog 

(line) 

input 

Connectable 

Equipment 

Equipment 

source 

with an 

with an 


optical 

analog 


digital 

(line) 


output 

jack 

output jack 

Usable 

Digital 

Line cable 

cord 

cable 

(with 2 


(with an 

phono 


optical or 

plugs or a 


an optical- 

stereo-mini 


mini plug) 

plug) 

Signal 

Digital 

Analog 

from the 


Even when 

source 


a digital 
source 
(such as a 
CD) is 
connected, 
the signal 
sent to the 
recorder is 
analog. 

Recorded 

Marked 

Marked 

track 

(copied) 

after more 

numbers 

auto¬ 

than 2 


matically 

seconds of 


at the 

silence. 


same 

You can 


positions 

erase 


as the 

unnecessary 


source. 

marks after 
recording. 

Recorded 

Same as 

Adjusted 

sound 

the source 

auto¬ 

level 


matically. 
You can 
also be 
adjusted 
manually. 


Recording with digital 
input 

See the illustrations in Japanese text 
(page 11). 

Use an optical cable (POC-MZ1 or 
POC-MZ2, not supplied) to hook up a 
digital source such as a CD, etc. The 
source sound will be sent and recorded 
as a digital signal. 

1Connect the 入力 ( 光デジタル/ア 
ナ □ グ） (optical/line in) jack of 
the recorder to the optical digital 
output jack of the source with an 
optical cable (not supplied). 

The recorder switches to digital 
input automatically. 

2 Connect the power source. 

To use on AC power, see 
"Recording an MD ngnt away!" To 
use on other power sources, see 
page 48. 

3 Insert a recordable MD. 

Slide the 開く (open) switch to 
open the lia, insert a recordable 
MD, and close the lid. 

4 Slide the 録音 (record) switch to 
the right while pressing its button. 
"REC" lights up and recording 
starts. 

5 Play the sound source. 

To stop recording, press M. 

"Toe Edit" flashes for about a second. 

Note 

Do not move or jog the recorder or 
disconnect the power source while "Toe 
Edit" is flashing in the display. 


Recording from a 
microphone 

See the illustration in Japanese text 
(page 12). 

1 Connect a microphone at the マイ 
ク（プラグインパワー ） （mieplug 
m power) lack. 
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Use a stereo microphone (ECM- 
909A, ECM-727, ECM-717, etc., not 
supplied). 

Note 

To record from a microphone, you 
must first disconnect any digital 
source. If connected, the recorder 
will not switch to microphone input. 

2 Connect the power source. 

To use on AC power, see 
"Recording an MD right away!" To 
use on other power sources, see 
page 48. 

3 Insert a recordable MD. 

Slide the 開く (open) switch to 
open the lid, insert a recordable 
MD, and close the lid. 

4 Slide the 録音 (record) switch to 
the right while pressing its button. 
"REC" lights up and recording 
starts. 

To stop recording, press ■. 

"Toe Edit" flashes for about a second. 

Note 

Do not move or jog the recorder or 
disconnect the power source while "Toe 
Edit" is flashing in the display. 


Recording in monaural for 
double the normal 
recording time of an MD 

See the illustration in Japanese text 
(page 12). 

Before recording, make connections to 
the sound source and the power 
source, and insert a recordable MD. 

1 While pressing II, slide the 録音 
(record) switch to the right. 

The recorder enters record 
standby mode. 

2 Press the モード (mode) button. 
"Mono REC" appears in the 
display, and the recorder switches 
to monaural recording. 

3 Press II again to start recording. 


4 Start the sound source. 

To stop recording, press M. 

"Toe Edit" flashes for about a second. The 

recorder switches back to stereo 

recording. 

Notes 

• Do not move or jog the recorder or 
disconnect the power source while "Toe 
Edit" is flashing in the display. 

• If you record in monaural sound from a 
stereo source using a digital cable, only 
the left channel sound of the source will 
be recorded. 

• The MDs recorded in monaural sound 
can be played back only with an MD 
player/recorder that has the monaural 
playing function. 


Track marking while 
recording 

See the illustrations in Japanese text 
(page 13). 

Track marking essentially adds tracks 
while recording and enables you to 
quickly find and play from the marked 
position. The track marking feature is 
useful particularly when recording a 
discussion, etc., from a microphone. 

While recording, press the トフック 
V — ク （track mark) button on the 
recorder or the TRACK MARK button 
on the remote controller. 

A track mark is added and the track 
number will increase by one. 

When you mark, the record indicator 
flashes and a short beep sounds in 
headphones. 

To add track marks after 
recording 

See the illustrations in Japanese text 
(page 22). 




While the recorder is playing or in play 
pause mode, press the トラツクマーク 
(track mark) button on the recorder. 
The TRACK MARK button on the 
remote controller can be used only 
while recording. 

Notes 

• When you press ■ after you have added 
track marks, "Toe Edit" flashes for about 
a second. Do not move or jog the 
recorder or disconnect the power source 
while the indication is flashing. 

• You cannot add track marks on an MD 
with the tab open for protection. Before 
adding track marks, close the tab at the 
side of the MD. 


Starting recording precisely 

1 While holding down II, slide the 
録音 (record) switch to the right 
while pressing its button. 

The recorder enters record 
standby mode. 

2 Press II again to start recording. 

3 Play the source. 

You can record without missing 
the beginning of the sound source. 


Adjusting the recording 
level (Manual recording) 

See the illustrations in Japanese text 
(page 16). 

When you record with a microphone 
or an analog input, the sound level is 
adjusted automatically. If necessary, 
you can set the level manually. 

1 While holding down hold the 
跡音 (record) switch to the right 
for more than 2 seconds. 
"ManualREC" appears, and the 
recorder enters record pause 
mode. To return to automatic 
control, while the recorder is in 


record pause mode, hold the 録音 
(record) switch to the right for 
more than 2 seconds. 

2 Play the source. 

3 While observing the level meter in 
the display, adjust the recording 
level by pressing ►►!(+) or 

(—). 

Set the level to around the middle 
of the level meter. 

The recording level should be 
adjusted while the recorder is in 
standby mode. You cannot adjust 
it while recording. 

4 Press II again to start recording. 

To stop recording, press ■. 

The recording level control is switched 
back to automatic control. 


Setting the clock to stamp 
the recorded time 

See the illustrations in Japanese text 
(page 17). 

To stamp the date and time on the MD 
when you record, you need to set the 
time. When you use the recorder for 
the first time or after a long period of 
disuse, charge the built-in battery for 
the clock after setting the clock. 

1 Connect the supplied AC power 
adaptor. 

2 Press the 時計合わせ (clock set) 
button at the bottom of the 
recorder with a pointed object. 

The digits of the year flash. 

3 Enter the current year by pressing 
MM or 

To change the digits rapidly, keep 
pressing or 

4 Press ►. 

The digit of the month flashes. 

5 Repeat steps 3 and 4 to enter the 
current month, date, hour, and 
minute. 

When you press ► to set the 
minute, the clock starts operating. 
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If you make a mistake while 
setting the clock 

Press and set the clock again from 
step 2. You can skip by pressing ►. 

Charging the built-in battery 
for the clock 

After setting the clock, leave the 
recorder connected to the AC power 
for about 2 hours to charge the built-in 
battery for the clock. Once charged, the 
built-in battery will last for about a 
month without being connected to any 
of the power sources. The recorder will 
automatically charge the built-in 
battery while operating on AC power, 
a rechargeable battery or dry batteries. 

To display the current time 

When the recorder is not operating or 
while recording, press the 表 TP： (display) 
button repeatedly until the current time 
appears in the display. The time 
indication disappears after 10 seconds. 

To display the time in the 24-hour 
system 

While setting the clock, press the 表 7]T 
(display) button. To display the time in 
the 12-hour system, press the 表 tk 
( display) button again. 

^Various ways of 
playback 

Playing tracks repeatedly 

See the illustrations in Japanese text 
(page 18). 

Press the モード （mode) button while 
the recorder is playing an MD. 

Each time you press the —ド’ (mode) 
button, the play mode indication 
changes as follows: 


"(none)" (normal play) 

All the tracks are played once. 

"CT-" (all repeat) 

All the tracks are played 
repeatedly. 

暑 

"し 1 "(single repeat) 

A single track is played 
repeatedly. 


，， ^ T~SHUF ，(shuffle repeat) 
All the tracks are played 
repeatedly in random order. 


Connecting to a stereo 
system 

See the illustration in Japanese text 
(page 21). 

Connect the 出力 (line out) jack of the 
recorder to the line in jacks of an 
amplifier or a tape player with the 
supplied line cable (or RK-G136, not 
supplied). 

The output is analog. The recorder 
plays the MD digitally and sends 
analog signals to the connected 
equipment. 


Using in a car 

See the illustration in Japanese text 
(page 22). 

You can listen to MDs with your car 
stereo system using the following 
equipment (not supplied). 

Car Mount Kit CPM-MZ3K 
(contents: Car mount unit. Car 
connecting pack. Car battery cord, etc.) 
Refer to the operating manual of the 
equipment for details. 

Note 

Do not put the recorder on a dashboard 
or leave it in a car parked in direct 
sunlight since the temperature may rise 
excessively. 
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^Editing recorded 
tracks 

You can edit your recordings. 
Premastered MDs cannot be edited. 


Erasing a track mark 

See the illustrations in Japanese text 
(page 23). 

When you record with analog (line) 
input, unnecessary track marks may be 
recorded. You can erase a track mark 
to combine the tracks before and after 
the track mark. 

1 While the recorder is playing an 
MD, press II to pause. 

2 Find the track mark you want to 
erase by pressing or 
slightly. 

"00:00" flashes in the display. 

3 Press the トラックマー ：^ (track 
mark) button to erase the mark. 
The track mark is erased and the 
two tracks are combined. The 
number of the newly combined 
track will be that of the first track 
and the succeeding tracks will be 
renumbered. 

To erase other marks, repeat 2 and 
3. 

Notes 

• When you press ■ after erasing track 
marks, "Toe Edit" flashes for about a 
second. Do not move or jog the recorder 
or disconnect the power source while 
the indication is flashing. 

• You cannot erase track marks on an MD 
with the tab open for protection. Before 
erasing track marks, close the tab at the 
side of the MD. 


Labeling recordings 

See the illustration in Japanese text 
(page 24). 

You can label the MDs and tracks you 
recorded with letters, numbers, and 
marks. Each label can be made up of 


up to 200 characters, and each MD can 
include up to 1700 characteres. 

1 To label a track, play the track you 
want to label. 

To label an MD, insert the 
recordable MD you want to label. 

If an MD is already inserted, press 
■ to stop. 

2 Press the タイトル/登録 (title/ 
enter) button on the recorder. 
When playing a track, the recorder 
plays the track repeatedly. 

3 Rotate the select dial to select a 
character. 

Press ► to select the first of 
capital letters, small letters, and 
numbers quickly. 

4 Press to move to the next 

character. 

Press to move backward. 

5 Repeat steps 3 and 4 until you 
have entered all the characters for 
the label. 

6 Press the タイトル/登録 (title/ 
enter) button to finish labeling. 

To cancel labeling 

Press ■. 

To relabel recordings 

Do1 and 2 to display the label of the 
track or MD. Enter a new character over 
the one you want to change and press the 
タイトル/登録 (title/enter) button. To 
add a character one by one to an already 
existing name, press the エンドサ—チ 
(end search) button. To erase a character 
one by one, press the 消去 (erase) button. 

Notes 

• When you press ■ after labeling, "Toe 
Edit" flashes for about a second. Do not 
move or jog the recorder or disconnect 
the power source while the indication is 
flashing. 

• You cannot label recordings on an MD 
with the tab open for protection. Before 
labeling, close the tab at the side of the 
MD. 

• You cannot relabel premastered MDs or 
label MDs that have not been recorded. 
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Erasing a track 

See the illustrations in Japanese text 
(page 26). 

You can quickly erase a recorded track. 
Note that once a recording has been 
erased, you cannot retrieve it. 

1 Play the track you want to erase. 

2 Press the 消去 (erase) button while 
playing the track. 

"Erase OK?" and "PushErase" 
appear in the display alternately, 
and the recorder plays the selected 
track repeatedly. Check the track 
number in the display. 

To cancel erasing, press 

3 Press the 消去 (erase) button again 
to erase the track. 

The track is erased from the MD 
and the remaining tracks are 
renumbered. The recorder starts to 
play the succeeding track. If you 
have erased the last track of the 
MD, the recorder pauses at the 
end of the preceding track. 

To erase other tracks, repeat steps 1 
to 3. 

To erase a part of a track 

Add track marks at the beginning and 
the end of the part you want to erase, 
then erase the part. 

Notes 

• When you press ■ after erasing tracks, 
"Toe Edit" flashes for about a second. Do 
not move or jog the recorder or 
disconnect the power source while the 
indication is flashing. 

• You cannot erase recordings on an MD 
with the tab open for protection. Before 
erasing, close the tab at the side of the 
MD. 


Erasing a whole disc 

See the illustration in Japanese text 
(page 27). 


You can erase all the tracks on a disc at 
a time. Note that once a recording has 
been erased, you cannot retrieve it. 

1 Play the MD you want to erase 
and check the contents of the disc. 

2 Press ■ to stop. 

3 While pressing the 消去 (erase) 
button, slide the 録音 (record) 
switch to the right. 

"AllErase?" and ” PushErase” 
appear in the display alternately. 
Make sure it is the right disc to be 
erased. 

To cancel erasing, press 

4 Press the 消去 (erase) button 
again. 

"Toe Edit" flashes in the display. 
When erasing completes, 
"BLANKDISC" appears. 

Notes 

• Do not move or jog the recorder or 
disconnect the power source while "Toe 
Edit" is flashing. 

• You cannot erase recordings on an MD 
with the tab open for protection. Before 
erasing, close the tab at the side of the 
MD. 


Moving recorded tracks 

See the illustrations in Japanese text 
(page 28). 

You can change the order of the 
recorded tracks. 

1 Play the track you want to move. 

2 While pressing press the タイ 
トル / 登録 (title/enter) button. 
The recorder plays the selected 
track repeatedly. 

To cancel moving, press 

3 Rotate the select dial to select the 
new track position. 

4 Press the タイトル / 登録 (title/ 
enter) button again. 

Moving is completed and the 
recorder plays the moved track. 
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Notes 

• When you press ■ after you have 
moved a track, "Toe Edit" flashes for 
about a second. Do not move or jog the 
recorder or disconnect the power source 
while the indication is flashing. 

• You cannot move tracks on an MD with 
the tab open for protection. Before 
moving tracks, close the tab at the side 
of the MD. 


►Power sources 


Using on dry batteries 

See the illustrations in Japanese text 
(page 29). 

1 Open the battery compartment lid 
at the bottom of the recorder. 

2 Install two LR6 (size AA) alkaline 
batteries, and close the lid. 

The batteries should power 
consecutive playback for about 4 
hours and record for about 2 hours 
before you need to replace them. 

When to replace or recharge 
the batteries 

When C3 flashes in the display, the 
rechargeable battery or the dry 
batteries are weak. Replace the dry 
batteries or recharge the rechargeable 
battery. When the battery power is 
gone, "LOW BATT" flashes in the 
display and the power goes off. 


Using on a nickel metal 
hydride rechargeable 
battery 

See the illustrations in Japanese text 
(page 30). 

Before using the supplied rechargeable 
battery for the first time, charge it. 

1 


2 Open the battery compartment lid 
at the bottom of the recorder. 

3 Insert the battery with the 
projecting part on the right, and 
close the lid. Then press 
"Charging" and the battery 
indication appear in the display 
and charging starts. When the 
battery is ready for use, 

"Charging" and the battery 
indication go out. Charging a 
completely discharged battery 
takes about 3 hours for charging to 
the full. 

To stop charging before the 
battery is fully charged, press 

4 Disconnect the AC power adaptor. 
As long as the recorder is 
connected to the AC power, the 
power will be supplied from AC 
instead of the battery. The battery 
should power consecutive 
playback for about 3 hours and 
record for about 2 hours before 
you need to charge it again. 


Using on a lithium ion 
rechargeable battery 

See the illustrations in Japanese text 
(page 31). 

Before using the LIP-12 lithium ion 
rechargeable battery (not supplied) for 
the first time, charge it with the ACP- 
MZ60A battery charger (not supplied). 

1 Attach the supplied battery case. 

2 Insert the charged battery into the 
battery case. 

The battery should power 
consecutive playback for about 4 
hours and record for about 2.5 
hours before you need to charge it 
again. 
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Connect the supplied AC power 
adaptor. 





^Additional information 


Error messages 

If the recorder cannot carry out an 
operation, one of the following error 
messages may flash in the display 
window. 

BLANKDISC: 

you tried to play an MD with no 
recording on it. 

BUSY: 

you tried to operate the recorder 
while it was accessing the 
recorded data. Wait until the 
message goes out (in rare cases, it 
may take 2 -3 minutes). 

CANNOT: 

you tried to erase a track mark 
while playing the MD or at the 
beginning of the first track, 
you tried to erase a track mark to 
combine tracks the recorder 
cannot combine.* 

DISC ERR: 

the recorder cannot read the MD 
(it is scratched or dirty). Reinsert 
the MD. If the same message still 
appears, replace the MD. 

DISC FULL: 

there is no more space on the MD 
(less than 12 seconds available). 
FULL 

You tried to enter more than 200 
characters of track or disc name, or 
the characters entered in an MD 
are more than 1700. 

Hi DC in: 

the power supply is higher than 
required. Use the recommended 
power sources. 

HOLD: 

you tried to operate the recorder 
with the ホールド (hold) switch 
slid in the direction of the arrow. 
Slide back the switch. 

LOW BATT: 

the rechargeable battery or dry 
batteries are weak. Charge the 
rechargeable battery or replace the 
dry batteries. 


NO COPY: 

you tried to make a copy from a 
disc that is protected by the Serial 
Copy Management System. You 
cannot make copies from a 
digitally connected source which 
was itself recorded using the 
digital connection. Use the analog 
connection instead. 

NO DISC: 

you tried to play or record with no 
disc in the recorder. 

NO SIGNAL: 

the recorder could not detect 
digital input signals. Make sure 
that the source is connected firmly 
and it has the same sampling 
frequency as the recorder 
(44.1kHz). When recording from a 
portable CD player, set it to pause 
mode and then start recording. If 
the message appears while 
recording, press ■ to end 
recording. 

PB DISC: 

you tried to record or edit on a 
premastered MD (PB means 
playback). 

PROTECTED: 

you tried to record or edit on an 
MD with the tab in the record- 
protect position. 

TEMP OVER: 

heat has built up in the recorder. 
Wait until the recorder cools 
down. 

TR FULL: 

there is no more space for new 
data. The MD cannot be edited 
any further. Erase unnecessary 
tracks before editing. 

TRprotect: 

you tried to record over or edit a 
track which has been protected 
from being recorded over.** 
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* If you have recorded or erased many 
times on the same MD, the data of a 
single track may be scattered 
throughout the MD. When the data is 
scattered in groups of less than 12 
seconds long, the recorder will not be 
able to combine the tracks. 

** Track-protected MiniDiscs — Some 
MD recorders will let you protect 
individual tracks from being recorded 
over. This recorder, however, does not 
offer this feature. 
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